
入札公告（再広告） 

 

次のとおり一般競争入札に付します。 

なお、本入札は、令和６年８月２０日付で行った入札公告について、再広告するものです。 

 

令和６年９月２日 

高清水園 

園長 斉藤 礼彦 

 

１．競争に付する事項 

（１）工事名 

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事 

（２）工事場所 

高清水園（秋田市上北手猿田字苗代沢１４番地の１） 

（３）工事内容 

  別紙、設計書等参照 

（４）契約方法 

一般競争入札 

（５）予定工期 

令和７年３月３１日 

（６）契約者名 

  名 称 高清水園  

  代表者 園長 斉藤 礼彦 

     

２．入札参加資格 

 次の要件をすべて満たしている者とする。 

（１）地方自治法施行令第 167 条の 4 の規定に該当しない者であること。 

（２）秋田県の令和 5・6 年度適用建設工事入札参加資格者名簿において、工種建築一式工

事 A 級に登録され、秋田管内であること。 

（３）一級または二級建築士、もしくは一級または二級建築施工管理技士の資格を有し、か

つ、監理技術者資格者証を有する監理技術者を配置できること。 

（４）秋田県において指名停止期間中でないこと。 

（５）会社更生法に基づく更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法に基づ

く再生手続開始の申立てをした者でないこと。 

（６）法人税、事業税、消費税及び地方税を滞納していないこと。 



（７）警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずる者とし

て発注工事等から排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。 

 

３．入札参加申込 

（１）入札参加申込書の提出方法 

秋田県社会福祉事業団ホームページ（http://www.fukinoto.or.jp/）からダウンロードし、

郵送又は直接窓口へ提出すること。 

（２）入札参加申込書の受付期間 

令和６年９月２日（月）～令和６年９月１２日（木） 

（※土・日曜日を除く、午前９時から午後５時まで） 

（３）入札参加申込書の提出先 

  高清水園 管理課（事務室内） 

（４）確認書類の提出 

「２ 競争に参加する者の必要資格に関する事項 （４）（５）」について確認書類の提

出を求めることがある。 

 

４．現地等の確認 

 必要な場合は、下記期間内において現地を確認することができる。 

（１）現地確認期間 

令和６年９月２日（月）～令和６年９月１１日（水） 

（２）現地確認申込方法 

  上記期間内に電話にて申込連絡をすること。 

（３）各種図面の確認 

既存各種図面等の確認が必要な場合は併せて申し出ること。 

 

５．競争入札執行の場所及び日時 

（１）入札場所 

高清水園 会議室 

※入札参加者以外は入札会場への入室はできません。 

（２）入札日時 

令和６年９月１３日（金）午後２時００分 

 

６．入札に関する事項 

（１）入札保証金及び契約保証金 

免除 

（２）入札書記載金額 



  消費税を差し引いた金額を記載すること。 

（当該金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額が契約額となる。） 

（３）入札執行回数 

  ア）入札は３回までとし、３回目も不落になった場合は、３回目の入札金額の低い順に

随意契約の協議を行うものとする。 

  イ）落札者となるべき入札者が２人以上いる場合は、抽選によって落札者を決定する。 

（４）入札書の無効 

ア）入札参加資格がない者及び入札者に求められる義務を履行しなかった者が入札し

た場合。 

イ）記名押印がない場合。 

ウ）入札金額を訂正している場合。 

（５）入札の辞退 

ア）入札に参加した上で入札を辞退する場合は、入札書の金額の欄に「入札辞退」と記

入して提出すること。 

イ）入札開始時刻を過ぎても着席していない場合は、入札辞退とみなすものとする。 

（６）持参するもの 

ア）委任される方は委任状 

イ）入札書 ３枚（予備３枚） 

ウ）封 筒 ３枚（予備３枚） 

エ）印鑑、ボールペン、のり 

 

７．その他 

（１）本入札について質問等がある場合には、令和６年９月９日（月）午後５時までの間に

書面（様式任意、ＦＡＸ提出可）により、下記問合せ先まで申し出ることができる。

質問に対する回答は、令和６年９月１１日（水）迄にホームページ上において適時開

示する。 

（２）提出された申込書等は返却しません。 

（３）その他不明な点は、下記まで問合せのこと。 

〒０１０－１４０６ 秋田市上北手猿田字苗代沢１４番地の１ 

高清水園 管理課 織山（オリヤマ）、三浦 

・電話番号 ０１８－８２９－３５７７   

・ＦＡＸ  ０１８－８２９－３５７８ 

  

 

 

 



入 札 参 加 申 込 書 

 

令和   年   月   日 

 

 

高清水園 

園 長  斉藤 礼彦  様 

 

 

 

住  所 

 

事業所名 

 

代表者名                    ㊞ 

 

電話番号 

 

 

 

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事契約に係る一般競争入札に参加いたします。併

せて、入札案内に定める競争入札に参加する者の必要資格に関する条件を満たすことを誓

約します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第２６号） 

 

（ 再 ・再々 ）        

入  札  書 

 

令和   年   月   日 

 

高清水園 

  園 長  斉 藤  礼 彦  様 

 

代表者が入札する場合 代理人が入札する場合 

 

住  所 

 

商号又は名称 

  

代表者名                   ㊞ 

 

 

商号又は名称 

  

代理人住所 

 

代理人氏名                  ㊞ 

 

 

次のとおり入札します。 

 

入札に付する事項 高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事契約 

入 札 金 額 

契約名 規格・品質 数量 単位 
金額       

（消費税抜） 
備考 

玄関車寄せキャ

ノピー改修工事 

別紙、特記仕様書 

のとおり     
１ 式 円 

 

（注意） 

１．入札金額は、アラビア数字で記載すること。 

２．当該金額に１０/１００に相当する額を加算した金額が法律上の入札価格である。 

 

 



（様式第２７号） 

委  任  状 

 

令和   年   月   日 

 

契約担当者  高清水園 

 園 長   斉 藤  礼 彦  様  

 

 

 (住所) 

私は（受任者住所氏名）(氏名)                       

 

 

 

 

 

を代理人と定め、（入札に付する事項） 高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事契約 の 

 

 

 

入札に関する一切の権限を委任します。 

 

 

 

 

 

住    所 

 

商号又は名称 

 

氏    名                 ㊞ 

使

用

す

る

印 

 



図面番号 縮尺図面名称

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

－

－

付近見取図・配置図

1:100

1:100

1:100

図 面 リ ス ト

（２０２４）Ｒ６年８月

表紙共　１２ 枚

平面図（全体）

平面図（管理棟） 

建築改修工事特記仕様書(Ⅰ)

建築改修工事特記仕様書(Ⅱ)

屋根伏図

立面図

断面詳細図

1:500

1:200

1:50

天井伏図

トラス伏図 1:20,100

トラス詳細図 1:5，30

1:100



別途記載

1.0 ｍ

２

２

２

２

〇 〇〇 〇〇 〇 〇〇 〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

指定なし

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事

秋田県秋田市上北手猿田字苗代沢14番地の1

市街化調整区域

障害者支援施設

28,607.95 ㎡

ＲＣ造一部Ｓ造 平屋建て

新築工事：平成9年4月

延床面積：4,802.448㎡
建築面積：5,742.324㎡

金属くず 最寄りの許認可施設とする

行事等

ＲＣ造一部Ｓ造 平屋建て

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
腐食･錆・劣化

ひび割れ・浮き

トラス材

柱4箇所 ｸﾗｯｸｽｹｰﾙ、打診

ケレン後に目視 報告書（図示・写真）

報告書（図示・写真）

図面番号

日年 月設計年月日

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称
-
-

工　事　概　要Ｉ

１．工事名

２．工事場所

３．用途地域等

４．主要用途

５．敷地面積

風速（Ｖｏ）　・ ３０　・ ３２　・ ３４垂直積雪量（ｍ）

地表面粗度区分　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　

６．その他の条件

都市計画区域　　　（・ 内　　・ 外）

建築改修工事特記仕様書（Ⅰ）
（令和５年改訂版）

８．面積　　　　

７．構造規模　　

・

・

・

・

・

１０．改修内容　（対象棟、工事種別、改修部位等）

９．築年数　　　

その他の地域、区域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防火地域等　　　　（・ 防火　・ 準防火　・ 法第２２条指定区域　・ 指定無し）

※令和5年5月26日以降適用

II 建　築　改　修　工　事　仕　様

１．共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準

特　記　事　項

１．適用基準等１　

一　

般　

共　

通　

事　

項

項　目章

２．特記仕様の適用等

１）項目は、番号に

３．特記仕様書の範囲

特記仕様書は、本特記仕様書の他、以下の・印のものを適用する。

印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、・　印の付いたものを適用する。 ・　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・　印と※印が同時に付いた場合は共に適用する。

令和４年版（以下、「改修標準仕様書」という。）」、「建築物解体工事共通仕様書令和４年版（以下、「解体共通

仕様書（建築工事編）令和４年版（以下、「標準仕様書」という。）」、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

仕様書」という。）」及び「建築工事標準詳細図（令和４年版）（以下、「標準詳細図」という。）」による。

３）特記事項に記載の（　）内表示番号は改修標準仕様書、〈　〉内表示番号は標準仕様書の当該項目、当該図面又は

当該表を示す。

・ 建築工事特記仕様書　　・ 電気設備改修工事特記仕様書　　・ 機械設備改修工事特記仕様書

※ 建築工事監理実施要領（秋田県建設交通部監修）（平成１６年版）

※ 公共建築工事標準仕様書に基づく建築工事の施工管理(施工計画書作成要領)(一般社団

　 法人公共建築協会)（令和２年版)

※ 営繕工事写真撮影要領　(令和３年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課）
（１．１．４）※ 適用する ・ 適用しない２．工事実績情報サービス

　　(CORINS）への登録

・ 適用する（・発注者指定方式　・任意着手方式)※ 適用しない

　 適用する場合は別に定める「余裕期間に係る特記事項」によること。

３．工事の余裕期間

５．工事写真 工事中、完成時ともカラー写真とする。

分類 規格 提出部数撮影箇所

サービス版 工事写真の撮り方建築編 部着工前

工事中 サービス版 工事写真の撮り方建築編 部

完成時 ・ サービス版 工事写真の撮り方建築編 部

・ キャビネ版 部同上

営繕年報用 外部１枚、内部１枚 部・ キャビネ版

写真も可とし、その仕様等は監督職員の指示による。
この表のほか監督職員が必要と認め、指示した箇所及び部数。また、上記の写真はデジタル

６．概成工期 工事期間より 　日前 （１．２．１）

（１．３．１２）・ 引き渡しを要するもの

室　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

 処分をする施設名〈住所〉、搬出距離(km)種　　　　類

・ＣＣＡ処理木材 

・ひ素混入石膏ボード

（小名浜吉野石膏㈱いわき工場　昭和

　４８年３月～平成９年４月に製造）

・秋田県環境保全センター〈大仙市協和上淀川〉、　　k m

※管理型最終処分場で埋立処分すること

・カドミウム含有石膏ボード（日東石膏

　ボード㈱八戸工場　平成４年１０月～

　平成９年４月に製造）

・秋田県環境保全センター〈大仙市協和上淀川〉、　　k m

・ 

※管理型最終処分場で埋立処分すること

室　名 使用部位 詳細（厚さ等） その他

ＣＣＡ処理木材及び石膏ボード製品の処分について　　　・該当　　　・非該当

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。

　参考：廃石膏ボード現場分別解体マニュアル（案）（平成２４年３月国土交通省）

・ 建築副産物情報交換システム(COBRIS）の利用

※ 適用する ・ 適用しない

搬入する建築資材 （１．３．１２）

　本工事では、コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建築資材、木材、アスファ

ルト混合物等で次表の建設資材を工事現場に搬入する場合には、「再生資源利用計画書」

を建設副産物情報交換システム(COBRIS）により作成し、施工計画書に含めて監督職員に

提出する。また、その内容を説明のうえ、工事現場の見えやすい場所に掲載する。

　加えて、建設発生土を「再生資源利用計画」に記載した搬入元から搬入したときは、

所定の様式（秋田県技術管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用について：土砂受領書」

により速やかに搬入元に受領書を交付するものとする。

次の各号の一に該当する建設資材を搬入する工事

１　体積が５００ｍ3以上である土砂

２　重量が５００ｔ以上である砕石

３　重量が２００ｔ以上である加熱アスファルト混合物

４　重量が５０ｔ以上であるコンクリート

５　重量が５０ｔ以上であるコンクリート及び鉄から成る建設資材

６　重量が１０ｔ以上である木材

７　重量が０．１ｔ以上である塩化ビニール管・継手

８　重量が０．１ｔ以上である石膏ボード

搬入する建築発生土 （１．３．１２）

（３）　建設発生土を計画に記載した搬出先へ搬出したときは、所定の様式（秋田県技術

管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用について：土砂受領書）により速やかに搬出先に受

領書の交付を求め、搬出先が計画と一致することを確認するとともに、受領書の写しを

工事完成後5年間保存するものとする。

うえ、工事現場の見えやすい場所へ掲示する。

　加えて、建設発生土を搬出する工事において「再生資源利用促進計画」を作成する

場合は、以下の各項目に関しても実施するものとする。

手続き状況」及び「建設発生土の搬出先における盛土規制法などの各種法令に関する

許可状況等」を事前に確認し、その結果を「再生資源利用促進計画」の添付資料とし監督

職員に提出し、その内容を説明のうえ、工事現場の見えやすい場所へ掲示しなければなら

ない。確認結果表作成に当たっての解説及び様式については、秋田県技術管理課ＨＰ「建

設発生土の適正利用について」によるものとする。

（１）　５００ｍ3以上の建設発生土を搬出する工事においては、「土壌汚染対策法の

（２）　５００ｍ3以上の建設発生土を搬出する工事においては、建設発生土を運搬する

者に対し、搬出先の名称・所在地及び搬出量並びに（１）に関する内容を所定の様式（秋

田県技術管理課ＨＰ「建設発生土の適正利用について：土砂搬出に関する通知書）により

通知しなければならない。なお、内容に変更があった場合も同様とする。

　本工事では、建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設

する場合には、「再生資源利用促進計画書」を建設副産物情報交換システム（COBRIS）

により作成し、施工計画書に含めて監督職員に提出する。また、その内容を説明の

発生木材、建設汚泥または建設混合廃棄物等で次表の建設発生材を工事現場から搬出

次の各号の一に該当する建設発生材を搬入する工事

１　体積が５００ｍ3以上である建設発生土

２　コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊または建設発生木材であって、

　　これらの重量の合計が200t以上であるもの

３　重量が０．３ｔ以上である建設汚泥

４　重量が０．３ｔ以上である建設混合廃棄物

６　重量が０．１ｔ以上である廃塩化ビニール管・継手

５　重量が０．１ｔ以上である金属くず

７　重量が０．１ｔ以上である廃プラスチック

８　重量が０．１ｔ以上である紙くず

９　重量が０．１ｔ以上である廃石膏ボード

１０　重量が０．１ｔ以上である石綿

（１．３．１２）「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を作成した工事

　再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を作成した場合には、工事完了後速やかに

実施状況を記録した「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を監督職員

へ提出する。また、計画及び実施状況の記録を工事完成後5年間保存するものとする。

関係機関との協議 （１．３．９）

・ 必要なし・ 必要（関係機関：　　　　　　　　　　）

１３．交通安全管理

産業廃棄物税

　本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につい

ては、秋田県産業廃棄物税が課税されるので適正に処理するものとする。

交通誘導員

・ 配置する（・ 警備業法第１８条に規定する特定の種別の警備業務　　・ 任意　）

（　　　　　人・日　）

特定の種別の警備業務は、警備員等の検定等に関する規則（平成１７年国家公安委員会規

則第２０号）及び秋田県公安委員会告示第９４号（令和２年９月２９日）による。

（１．３．１０）

１４．事故報告 　工事施工中に事故、災害が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するとともに、事故の

全容が判明次第、指示する事故報告書により速やかに監督職員に提出すること。

（１．３．１３）１５．既存部分等への処置

１６．建築材料等

１　ＪＩＳ及びＪＡＳマーク表示のある材料

３　秋田県認定リサイクル製品

２　エコマーク認定商品（（公財）日本環境協会）

５　以下の①～⑥の事項を満たす材料製造業者等が製造した材料

①　品質及び性能に関する試験データが整備していること。

③　安定的な供給が可能であること。

④　法令等で定める許可、認定又は免許を取得していること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

共建築協会）（以下「評価名簿」という。）に記載の製品

※本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　以下のいずれかに該当するものとする。

４　建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新年版）（（一社）公

同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

また、商品名等が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

資料又は、外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、５の材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

建築材料等

１７．化学物質を放散する 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の（１）から（４）までを満たすものとする。

（１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パー

い材料で設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの拡散量」の区分に応じた材料を使用

する。

塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

ティクルボード、その他木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

（２）　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

を使用する。

（３）　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

含有しない難発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（４）　（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルム

アルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を

使用したものとする。

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

　　ヒド発散建築材料以外の材料

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

１８．特別な材料の工法

工法によるものとする。

改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する

調査項目 調査範囲 調査方法 成果品

施工数量調査１９．施工調査 （１．６．２）

（１．６．３）・ 既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

２０．技能士 （１．７．２）

型枠施工（・型枠工事作業）　鉄骨（・構造物鉄工作業）　ブロック建築（・コンクリートブロック工事作業）

ＡＬＣパネル施工（・ＡＬＣパネル工事作業）　防水施工（・アスファルト防水工事作業・ウレタンゴム系塗膜

防水工事作業・アクリルゴム系塗膜防水工事作業・合成ゴム系シート防水工事作業・塩化ビニル系シート防水

工事作業・セメント系防水工事作業・シーリング防水工事作業・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事

作業・ＦＲＰ防水工事作業）　石材施工（・石張り作業）　タイル張り（・タイル張り作業）建築大工（・大工

カーテンウォール施工（・金属製カーテンウォール工事作業）　塗装（・建築塗装作業）　内装仕上げ施工

サッシ施工（・ビル用サッシ施工作業）　自動ドア施工（・自動ドア施工）　ガラス施工（・ガラス工事作業）

（・プラスチック系床仕上げ工事作業・カーペット系床仕上げ工事作業・木質系床仕上げ工事作業・ボード

仕上げ工事作業）　表装（・壁装作業）　熱絶縁施工（・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱工事作業）　内装

適用職種　（一級、単一等級の職種作業）

とび（・とび作業）　鉄筋施工（・鉄筋組立作業）　コンクリ－ト圧送施工（・コンクリート圧送工事作業）

仕上げ施工（・カーテン工事作業）　路面標示施工（・溶融ペイントハンドマーカー工事作業・加熱ペイント

マシンマーカー工事作業）　造園（・造園工事作業）

※ 適用する

工事作業） 建築板金（・内外装板金作業）　左官（・左官作業）　内装仕上げ施工（・鋼製下地工事作業）

・ 適用しない

２１．見本施工 （１．７．５）仕上り程度の判断ができる見本施工の実施

・ 実施する（実施する部位：　　　　　　　　　　　　　）

・ 実施しない

（１．７．９）

次の室の揮発性有機化合物等の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下である

・ 測定対象化合物質

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

・ 測定対象室

測定対象室は、原則としてすべての居室及び常時換気をしない書庫、倉庫等（改修工事

においては、内装改修等を行った室に限る）とする。使用した材料、室の形状、換気設

そのうち１室以上を測定してよい。

ことを確認し、監督職員に報告すること。

備等の使用が類似しており同様の測定結果となることが予想される複数の室については、

・ 測定箇所数

測定箇所数は、次による。また、全ての測定箇所においてホルムアルデヒド、トルエン、

キシレン、エチルベンゼン及びスチレンの濃度を同時に測定する。

Ａ≦５０ ５０＜Ａ≦２００ ２００＜Ａ≦５００ ５００＜Ａ

１ ２ ３ ４

室の床面積Ａ（㎡）

測定箇所数

・ 測定方法

測定は、パッシブ型採取機器を用いる。

採取機器及び採取要領については監督職員の指示による。

測定

２２．化合物質の濃度

２３．技術検査 （１．８．２）・中間検査　　※実施する　　・実施しない

第１回

第２回

中間検査の時期回数

２４．完成図書等

　製本する完成図書は、Ａ４版（黒表紙、金文字）とする。

完成検査後に、次の完成図等を速やかに監督職員へ提出する。

部数仕様　　※製本１部

（１．９．１）

完成図書に綴じこむもの

※電子納品対象工事にあっては、電子媒体　　※その他監督職員の指示するもの

・ 構造計算書　※ 保守、保全に関する資料

※完成図書（意匠図及び構造図）・ 完成図及び施工図（原寸）二つ折りに製本したもの

添付するもの

※ Ａ３版縮小原図（配置図、平面図、立面図、仕上表、一般断面図）とする。

２５．電子納品等 ※ 電子納品対象工事　　・ 電子納品対象外工事

※完成写真（※外観図５枚程度　※内観図５枚程度）

電子媒体（監督職員提出用）提出部数：（　　　部）

電子媒体に格納するもの

※工事概要ファイル　　　※各種工事管径資料

※完成図（※ＣＡＤ　※ＰＤＦ）　　※監督職員が指示した図面等

受注者は、次により電子納品を行うものとする。

ただし、監督職員の承諾があった場合はこの限りでない。

（１）　完成図等は、「官庁営繕事業に係わる電子納品運用ガイドライン（営繕工事編）、

「要領等」で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務は

ないが、解釈に疑義がある場合は監督職員と協議の上、電子化の是非を決定するもの

とする。

営繕工事電子納品要領【令和４年改定】」及び「官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイド

ライン等の秋田県運用」（以下、「要領等」という。）に基づいて作成すること。

（２）　電子データは、「要領等」に示されたファイルフォーマットに基づいて作成すること。

（３）　設計監理業務として行う営繕年報作成のため、工事諸元情報の提供に協力すること。

２６．設備工事との取合い 施工範囲　建築工事特記仕様書の区分表又は工事区分表（図示）による。

施工図　　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

２７．契約不適合点検 ・ 適用しない

契約事項による契約不適合責任期間満了前に契約不適合点検を行うので受注者は立ち会うこと。

※ 適用する

２８．環境への配慮 受注者は監督職員と協議を行い、県の定める環境方針を具体的に公共事業に反映させるよう

努めなければならない。

２９．快適トイレ導入対象 ※ 適用する

（１）　設置に要する費用は、当初は計上していない。

（２）　受注者は、快適トイレの設置にあたっては、「快適トイレ実施要領」に基づき、

監督職員と協議の上、規格、基数等の詳細について決定することし、精算変更時において、

支出実態のわかる資料により、設計変更の対象とする。

　なお、設計変更数量の上限は、男女別で各１基ずつ２基/工事までとする。

　また、運搬費は共通仮設費（率）に含むものとし、２基より多く設置する場合や、積算

上限額を超える費用については、別途計上は行わない。

・ 適用しない

３０．法定外の労災保険 ※ 本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

１．仮囲い２　

仮　

設　

工　

事

・ 万能鋼板　（Ｈ＝　　　　）　　・ 波板鉄板（Ｈ＝　　　　　）

・ 単管シート（Ｈ＝　　　　）　　・ 

・ シートゲート（Ｈ＝　　　　、Ｗ＝　　　　）×　　ヵ所

・ 設ける（位置、延長等は図示）　　・ 設けない

２．騒音・粉じん等の対策 （２．１．３）防音パネル・防音シート　　・ 設ける（位置、延長等は図示）　・ 設けない

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　・ 図示

（２．２．１）

（２．２．１）３．足場等 内部足場　　※ 脚立、足場板等　　・

外部足場　　※ 枠組足場（※ 手すり先行工法　・ その他）

　　　　　　・ くさび緊結式足場（※ 手すり先行工法　・ その他）

（２．２．１）

足場を設ける場合は、｢手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年４

月２４日）」により、設置については「手すり先行工法による足場の組立て等に関する

基準｣における２の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行専用足場によるもの

とする。

材料、撤去材等の運搬　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種

（２．３．１）４．既存部分の養生 既存部分の養生　　※ ビニールシート等　　・

既存家具等の養生　※ ビニールシート等　　・ 

備品、机・ロッカー等の移動　　　・行う（図示)　　※行わない

既存ブラインド、カーテン等養生及び保管場所

　　・養生を行わない　　

　　・養生を行う　(養生の方法：　　　　　　　　保管場所：　　　　　　　　　)　　

（２．３．２）５．仮設間仕切り

・ 設ける　　・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種　（詳細は図示）

仮設間仕切り

※ 設けない

※ 設けない

仮設扉

・ 設ける　　※合板張り木製扉　・　　　（詳細は図示）

（２．４．１）６．監督職員事務所 ・ 設けない

・ 10㎡程度　  ・ 20㎡程度 　 ・ 35㎡程度　  ・ 65㎡程度　  ・ 100㎡程度

その他監督職員の指示するもの。

・ 設ける

 　備品は下記のものを備える。

・ 受注者事務所の中に監督職員用スペ－ス（　　）㎡ 程度確保する。

机、いす、書棚、黒板、ゴム長靴、雨合羽、保安帽、安全帯、冷暖房機器、

・縮小製本図　（　　）部

７．工事用水及び電力

・ 利用できない

・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）

・ 利用できない

工事用電力　　構内既存の施設 ・ 利用できる（※ 有償　・ 無償）

工事用水　　　構内既存の施設

（２．４．１）８．工事表示板の設置

表示時期は工事着工時から完成時までとする。

表示板の形式

３　建築主は、契約担当者名とすること。

４　表示板の大きさ

※ １号（横１８０ｃｍ×縦　９０ｃｍ） ・ ２号　（横２４０ｃｍ×縦１２０ｃｍ）

・ ３号（横３６０ｃｍ×縦１８０ｃｍ） ・ その他（　　　　　　　　　　）

※ 建設リサイクル法遵守指導としての「届出（通知）済シール」を建設業許可標識等に貼り

付けること。

注１　表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。　

建　築　工　事　の　表　示

設 計 者

建 築 主

構 造 ・ 規 模

工 事 名 称

工 事 期 間

工 事 施 工 者

工 事 監 督 者

工 事 監 理 者

令 和　　年　　月　　日　～　令 和　　年　　月　　日

監督職員が指定する箇所に一箇所設置する。

２　地色は、マンセル記号１ＧＹ７．５／８とし黒文字（角ゴシック）で表現する。

９．工事概要の表示

建物のイメ－ジがわかるようパ－ス等を活用して表示する。

・ 行う ※ 行わない

（サイズ１．８００×９００ｍｍ　カラ－コピ－ラミネ－ト加工程度）

１０．建設発生土の処理 ※本工事より発生する建設発生土は、次の場所に搬出するものと想定している。

・工事発生後に明らかになった事情で、予定した条件により難い場合は、別途協議する。

受入条件　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

・構外指示の場所に搬出する。

・構内指示の場所にたい積する。

発生場所　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

搬出先、距離　（　　　　　　　　　　　　ｋｍ）

・構内指示の場所に敷きならす。

建設発生土量　（　　　　　　　　　　）ｍ3

３　

防　

水　

改　

修　

工　

事

養生方法

１．降雨等に対する

２．既存防水層の処理

（３．１．３）※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による　・

（３．２．３）既存保護層の撤去

・行わない

・行う（範囲・図示による　　　　・　　　　　　　　)

（３．２．４）・行う（範囲・図示による　　　　・　　　　　　　　)

・行わない

既存防水層の撤去

（３．２．５）改修用ドレン

　主防水材製造所の仕様による

・設ける（ POAS, POASI, POD, PODI, POS, POSI, 

 　　　　　POX 工法の場合 )

既存下地の補修及び処置

※図示による　　　　・　　　　　　　補修箇所の形状、長さ、数量等

（３．２．６）

・行わない

・行う（・M4AS　・M4ASI  ・M4C  ・M4DI  ・L4X  )

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存保護層の補修及び処置（P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法））

　・既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立ち上り部等の補修及び処置

　　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

架台回り等の処置 ※図示による　　　　・　　　　　　　

３．アスファルト防水

（３．１．４）（３．３．２～５）

屋根保護防水

　防水層の種別

 ・P2A

 ・P1B

 ・P2AI

 ・P1BI

 ・T1BI

 ・A-1

 ・A-2

 ・A-3

 ・B-1

 ・B-2

 ・B-3

 ・AI-1

 ・AI-2

 ・AI-3

 ・BI-1

 ・BI-2

改修
工法

新設
種別

絶縁用
シート

 ※ポリエチレ

 　ンフィルム

 　厚　さ

 　0.15㎜

 　以上

 ・

 　ーンクロス

 　70ｇ/㎡ 　ポリエチレンフォーム断熱材３

　 程度

断熱材

 (材質)

 ※JIS A 9521 による押出法

 　種 bA（スキン層付き)

 ・

 (厚さ)

 ・25mm

 ・

 ・50㎜

 ※フラットヤ

施工箇所

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　　　・

部分粘着層付き改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　　　・

　・床タイル張り等の仕上げ

平場の保護コンクリート厚さ

　・こて仕上げ

（３．３．５）

※水下　８０ｍｍ以上　　・

※水下　６ｍｍ以上　　・

（３．３．２）押え金物の材質及び形状寸法　※アルミニウム製Ｌ-３０×１５×２．０（ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　・

　・れんが　　　（・普通れんが　・化粧れんが　・　　　　　　　）

立上り部の保護

　・乾式保護材　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３．３．２）（３．３．５）

　・コンクリート（・　　　　　　　　　　　　　工法）

　・モルタル押え（屋内）

（３．３．５）コンクリートの仕上がりの平たんさ

　種別　（・　　種：改修標準仕様書表8.1.5による）

屋上排水溝

　・適用する（施工範囲　・図示　　・　　　　　）　

　・適用しない

（３．３．５）

・

・製造所

　による

・

・製造所

　による

　防水層の種別

断熱材
仕上塗料

種類 使用量
備考

施工
箇所

・

・製造所

・

・製造所

　による

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

　による

　の仕様 　の仕様

　の仕様 　の仕様

 ・M4C

 ・M3D

 ・P0D

 ・D-4

 ・D-3

 ・D-2

 ・D-1

 ・C-4

 ・C-3

 ・C-2

 ・C-1

・

・製造所

・

・製造所

　による

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設けない

　による

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

　の仕様 　の仕様

 ・P0DI

 ・M3DI

 ・M4DI

 ・DI-1

 ・DI-2

 (種類)

 (厚さ)

 ・ 25㎜

 ・

 ・

 ・

新設
種別

改修
工法

 改修標仕3.3.2(9)

屋根露出防水

脱気装置の種類及び設置数量　

　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による

　・

じまい位置

　　※図示

　　・

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張り　

 ・設ける

 ・設けない

　・P1E

　・P2E

　・E-1
 保護層

備考施工箇所

　防水層の種別

屋内防水

　・E-2

改修工法 新設種別

・E-1の工程３を行う部位　（・　　　　　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位）

　押え金物の材質及び形状寸法　・　　　　 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製Ｌ-３０×１５×２．０（ｍｍ）程度

屋上排水溝　 　・適用する（施工範囲　・図示　　・　　　　　）

　・適用しない

５．合成高分子ルーフィン
グシート防水

４．改質アスファルトシ

―ト防火

・

・製造所

　による 　による

・

 ・S4S

 ・S3S

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 ・S-F1

 ・S-M1

 ・S-M1

 ・S-M2

 ・S-M3

 ・M4S

仕上塗料

種類 使用量
備考

　防水層の種別

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 ・P0S  ・S-F1

 ・S-F2

　の仕様 　の仕様

※製造所

 脱気装置
 ・設ける
 ・設けない

 ・S-F2

 ・S-M2

 ・S-M3

 ・PC下地

 ・

 ・PC下地

断熱材
施工
箇所

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設けない

 改修標仕 3.5.2(3)(ｴ)(b)

 改修用ドレン
 ・設ける
 ・設けない

（３．１．４）（３．５．２～４）

 ・SI-M1

 ・SI-F2

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・SI-F1

 ・SI-M2

 ・P0SI

 ・S3SI

 ・S4SI

 ・M4SI

 (厚さ)・ 25㎜　・50㎜

 (種類)・

 による

 改修標仕 3.5.2(3)(ｴ)(a)

 (厚さ)・ 25㎜　・50㎜

 (種類)・

 による

改修
工法

新設
種別

・SI-M1及びSI-M2の場合の防湿用フィルム　・設置する　　　・設置しない
・S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　　　　※非歩行仕様　 　・軽歩行仕様

　防水層の種別

仕上塗料

種類 使用量
備考

・ ・AS-T1

 ・AS-T2

 ・M4AS

 ・AS-J1

・

・製造所

　による 　による

・

 ・M3AS

 ・P0AS

 ・M3ASI

 ・M4ASI

 ・P0ASI

 ・AS-T3

 ・AS-T4

 ・ASI-T1

 ・ASI-J1

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 脱気装置

 ・設ける

 ・設けない

 ・設ける

 ・設けない

 防湿層

 ・AS-J3

 (POAS工
　法のみ)

 ・AS-J2 　の仕様 　の仕様

※製造所

施工箇所 断熱材

 改修用ドレン

 ・設ける

 ・設けない

 (種類)

 ・

 改修標仕3.4.2(3)(ｳ)

 (厚さ)

 ・ 25㎜

（３．１．４）（３．４．２、３）

 ・ 50mm

改修
工法

新設
種別

改質アスファルトシートの種類及び厚さ　

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　　　・

粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシートの種類並びに厚さ　

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　　　・

　・

　※改質アスファルトシート製造所の指定による

屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

（３．４．２）

　・　

押え金物の材質及び形状寸法　※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製Ｌ-３０×１５×２．０（ｍｍ）程度

　防水層の種別

 立上り部の保護

屋内防水

 モルタル塗り厚さ

 ・ ・ ・S-C1
 ※7㎜以下

 ・

 ・床塗り工法

 ・下地ﾓﾙﾀﾙ塗り

 塗り厚さ 工法

 平場のモルタル塗り

 保護層

種別 施工箇所

床塗りの場合の床の目地

　目地割り　　・　　　 ※２㎡程度　最大目地間隔３ｍ程度

※押し目地　目地の種類　・　　　　　

ルーフィングシートの種類及び厚さ　　　　　　

　　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による　　　・

　絶縁シートの材質

　　・　　　　　　　　　　　※発泡ポリエチレンシート　　

　固定金具の材質及び寸法形状

　　※厚さ０．４ｍｍ以上で防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面

　　　若しくは両面に樹脂を積層加工したもの

　　・

　脱気装置の種類及び設置数量

　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　　　　・

　　　接着工法の目地処理　ＰＣ下地の場合　・（　　　　　　　　）

　ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SⅠ-F1の場合）

　　・行う（・図示　　・　　　　　）　　　・行わない

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張り付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　・

６．塗膜防水 　防水層の種別

 脱気装置・ ・

・製造所

　による 　による

※製造所

　の仕様　の仕様

 ・設ける
 ・設けない
 改修用ドレン
 ・設ける
 ・設けない

 ・設けない
 ・設ける ※X-2
 脱気装置

 ・

 ※X-1

 ・ ・L4X

 ・P0X

（３．６．２、３）

種類 使用量
備考

仕上塗料
施工箇所

改修
工法

新設
種別

ウレタンゴム系塗膜防水X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量　

　※主材料製造所の指定による　　　　・

防水層の種別

 ・設けない
 ・設ける

 保護層 ※Y-2

 ・

 ・設けない
 ・設ける ・
 保護層 ※Y-2 ・P1Y

 ・P2Y

改修
工法

新設
種別

備考施工箇所
工程数及び
各工程の使用料

７．シーリング （３．7 ．2、3、7 , 8）シーリング改修工法の種類　

　・シーリング充填工法

シーリング材の種類（記号)施工箇所

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

　　　ボンドブレーカー張り　　　・適用する　 　・適用しない

　　　エッジング材張り　　　　　・適用する　 　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所　

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

シーリング材の目地寸法　

　※改修標準仕様書3.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)　　　　・

シーリング材の試験　

　※簡易接着性試験　　　　　　・引張接着性試験

８．とい （３．８．２、３）といその他の材種　　

・配管用鋼管　　　・硬質ポリ塩化ビニル管　　　・ルーフドレン　　・表面処理鋼板

・100㎜以上

・50㎜以上

・50㎜以上

・50㎜以上

種別 材種 張掛け幅

バルコニー用

バルコニー中継用

・100㎜以上

・100㎜以上
ろく屋根用（・縦型　・横型） ・

・

・

ルーフドレンの材種その他

とい受け金物及び足金物

　材種及び形状　 　・　　　　　※改修標準仕様書表3.8.2により溶融亜鉛めっきを

　　　　　　　　　　　　　　　　 行ったもの

多雪地域の軒どいの取付間隔　　　・適用する　　　・適用しない

防露材のホルムアルデヒドの放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　　　※図示　　　・

鋼管製といの防露巻き　　　　・　　　　　※改修標準仕様書表3.8.4による　　　

たてどい受金物の取付け　　　※図示　　　・

ルーフドレンの取付け　　　　・　　　　　※改修標準仕様書3.8.3(6)による　　

４．技術者の専任 ※契約締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設

　工事等が開始されるまでの間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専

　任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、契約締結後、監督職員と打合せ

　において定める。

・契約締結後、　年　月　日までの期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場

　への専任を要しない。

※工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く）、事務手続、

　後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への

　専任を要しない。なお、検査が終了した日は、完成検査確認通知書の日付けとする。

７．女性技術者活躍
　　モデル工事の対象

※ 適用する（・発注者指定方式　※受注者希望型)

　 発注者指定型

　 　(1)モデル工事の実施について、「秋田県女性技術者登用モデル工事実施要網」に基づ

　 　　 いて実施するものとする　

　 　(2)快適トイレ(女性専用)の設置に要する費用は、共通仮設費に計上しているが、「快

　 　　 適トイレ実施要領」に基づき、設計変更の対象とする。　

　 　(3)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを

　 　　 証明できる書類の写し(実際の取引伝票等)を監督職員に提出するものとし、その費

　 　　 用については設計変更の対象とする。

　 受注者希望型

　 　(1)本工事は、秋田県女性技術者活躍モデル工事（受注者希望型)であるため、女性技

　 　　 術者登用を希望する場合、発注者と協議を行い、実施について発注者が認めて指示

　 　　 した場合は、本工事をモデル工事として扱うものとする。

　 　(2)モデル工事の実施について、「秋田県女性技術者活躍モデル工事実施要綱」に基づ

　 　　 いて実施するものとする。

　 　(3)快適トイレの設置に要する費用は、「快適トイレ実施要領」に基づき設計変更の対

　 　　 象とする。

　 　(4)女性が現場で働くための環境改善に資する施設等に要した費用については、それを

　 　　 証明できる書類の写し(実際の取引伝票等)を監督職員に提出するものとし、その費

　 　　 用については設計変更の対象とする。

・ 適用しない　

・ 適用する ※ 適用しない （１．３．３）８．電気保安技術者

９．週休２日制工事の
　　対象

※適用する

　(1)工事の実施については、「秋田県週休２日制工事実施要綱」及び「秋田県週休２日制

　　 工事に関する営繕課運用」に基づいて実施するものとする。

　(2)発注時は4週8休以上を前提に労務費を補正して積算している。

　(3)工事完成時、現場閉所の達成状況が4週8休に満たない場合、その達成状況に応じて、

　　 補正分を減額変更する。

・適用しない

１０．施工条件 （１．３．５）・ 有（内容：　　　　　　　　　　）関連工事による施工時期の調整

・ 無

施工時期、時間の制限 ※ 指定しない ・

部位別施工順序 ※ 指定しない ・ 図示による

工事用車両の駐車場所 ・ 無

・ 無資機材置場所

関連機関等との協議の未成立事項 ・ 有（内容：　　　　　　　　　　）

・ 無

・ 有（内容：　　　　　　　　　　）関連機関等との協議結果

・ 無

１１．施工中の環境保全等 ※ 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(平成９年建設省告示第１５３６号)」

に基づき、指定された建設機械を使用する。 （１．３．1 1 ）

※ 「建設機械に関する技術指針(平成３年建設省通知第２４７号)」に基づき、指定された

排出ガス対策型建設機械を使用する。 （１．３．1 1 ）

種　類

（１．３．１２）

建設発生土

コンクリ－ト塊

アスファルト塊

１２．発生材の処理等

再資源化等をする施設名・住所・搬出距離（Km）

建設発生木材

種　類

（１．３．１２）

処分施設の名称・住所・搬出距離（Km）

・ 有（　　　　　　　　　）・ 無現場再利用発生材

（１．３．１２）特別管理産業廃棄物

石綿含有建材

ＰＣＢ含有製品の処理

・ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）含有機器 ・ 有（　　　　　　　　　）・ 無

有の場合、電気照明器具等のＰＣＢを含有する機器は、当該部分を取り消し、漏洩

の恐れのない安全な容器に納め、所定の表示を行い、監督職員の指示に基づき施設

管理者に引き渡すこと。

・ 有（　　　　　　）・ 無　・不明（含有分析検査を行う）・ＰＣＢ含有シーリング材

・飛散性石綿の使用状況

・非飛散性石綿成形板の使用状況

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

・特定建設資材廃棄物の再資源化が必要な発生材

既存部分の養生　　・ 必要（養生部分　　　　　　　　　　　)　・ 必要なし

　　　　　　設置範囲（・図示　　　・ 　　　　　　　　　　）

Ｃ種：利用可能なエレベーター　・図示

Ｄ種：利用可能な階段　　　　　・図示

防護シート　　※ 設ける（設置範囲　・図示　・ 　　　　　　　　　）　・ 設けない

・ 配置しない

・ 有（　　　　　　　　　）・ 無

・ 有（協議による）

・ 有（協議による）

受入施設名

・ 有（　　　　　　　　　）・ 無

用途地域　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａ
R 6

０１
8

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事 建築改修工事特記仕様書（Ⅰ）



図面番号

日年 月設計年月日

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称
-
-

建築改修工事特記仕様書（Ⅱ）

特　記　事　項項　目章

（令和５年版） ※令和5年5月26日以降適用

９．アルミニウム製笠木 （３．９．２、３）種類　　・オープン形式（・押出２５０形　・押出３００形　・押出３５０形）

　　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式）

　　　　　　　本体幅（　　　　）ｍｍ　板厚（※２．０ｍｍ　　・　　　ｍｍ）

表面処理　　種別（　　　　　　）種

既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　・図示　　・　　　　　）

　　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　　　※図示　　　・

板材折曲げ形笠木の取付方法　　　※図示　　　・

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法等

　※図示　　　・

１０．施工票 ・屋根防水工事完了後、仕様、施工業者名、完成年月日を記載した施工票を監督職員の

完 成 年 月 日

仕　　　　　様

施    工    者

　指示する位置に取り付ける。

施工票は、縦８５ｍｍ、横１２５ｍｍ程度とする。　

４　

外
壁
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

１．施工数量調査 外壁改修工事の数量調査

　調査範囲　　　※図示　　・

　調査内容　　　・ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の

　　　　　　　　有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無等を調査する。

　　　　　　　　・モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては、浮き部を表面に

　　　　　　　　表示し、また、欠損部の形状寸法等を調査する。

　　　　　　　　・コンクリート表面のはがれ及びはく落部等を壁面に表示する。

　　　　　　　　・塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及び

　　　　　　　　はく落部等を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗り材との適合性

　　　　　　　　を確認する。

　　　　　　　　・その他、監督職員と協議による。

　調査報告書　　（提出部数　※２部　　　・　　　　）

４　

外　

壁　

改　

修　

工　

事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
改
修
）

１．ひび割れ部改修工法 　樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜) 注入量(ml/m)

 ※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ  ・0.2以上～1.0以下  ・ ・
 　樹脂注入工法  ・  ・

 ・ ・ ・

 ※200～300

 ・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂
 　注入工法
 ・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂
 　注入工法

（４．１．４）（４．２．２）（４．２．４～７）

エポキシ樹脂　　　  　・低粘度形　　・中粘度形

注入状況の確認方法　・            ※コアの抜取りを行う

　抜取り個数　　　　　・            ※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個　

　抜取り部の補修方法  　※図示　　　・

・Ｕカットシール材充填工法

・シーリング材　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　　・

　シーリング材の場合、ポリマーセメントモルタルの充填　　・行う　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

２．欠損部改修工法 ※充填工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．２．４、８）

　・エポキシ樹脂モルタル　　　　・ポリマーセメントモルタル

１．ひび割れ部改修工法４　

外　

壁　

改　

修　

工　

事
（
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修
）

 ・0.2以上～1.0以下  ・ ※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ  ・
 ・  ・

 ・ ・

 　樹脂注入工法

 ・

 ※200～300

 ・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂
 　注入工法
 ・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂
 　注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜) 注入量(ml/m)

　樹脂注入工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．３．５～７）

（１．６．２）

エポキシ樹脂　　　  　・低粘度形　　・中粘度形

　注入状況の確認方法　・            ※コアの抜取りを行う

　抜取り個数　　　　　・            ※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個　

　抜取り部の補修方法  　※図示　　　・

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　　・

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　　・行う　　　・行わない

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

　・エポキシ樹脂モルタル　　　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．３．９）

・モルタル塗換え工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．４．９）

　既製目地材　　　・使用する（形状　　　　　）　　・使用しない

　仕上厚又は全塗厚が２５ｍｍを超える場合の処置　　　※図示　　　・

２．欠損部改修工法

３．浮き部改修工法

　注　   入　   工   　法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注　   入　   工   　法

　ｽﾗﾘｰ　　注　入　工  法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂　注 入 工 法

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂　注 入 工 法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注 入 工 法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

・　充　　填　　工　　法

・モ ル タ ル 塗替え工法 　 ---

　 --- 　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 --- 　 ---

　 --- 　 ---

※25 ※25

・

※20

・

※13

・

※20

・

※20

・

※20

・

※12

・

※12

・

※25

・

・

※25

・

※25

・

※50

※50

・

※13

・

※9

・

※9

・

※9

・

※9

・

※9

※16

※16

・

※16

・

※16

・

※16

・

※16

・

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

一般部 指定部 一般部 指定部

アンカーピンの
本数(本/㎡)

注入口の箇所数
(箇所/㎡) 注入量

(ml/箇所)工法

・ ・・

　樹脂注入工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．３．１１～１６）

モルタル塗換え工法

　・

注入口付きアンカーピン

充填工法　　　　・エポキシ樹脂モルタル　　　　・ポリマーセメントモルタル

　既製目地材　　　・使用する（形状　　　　　）　　・使用しない

　材料　　　　　　・現場調合材料　　　・既調合材料（　　　　　　　　　）

アンカーピン

　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外径６ｍｍ　　　　・

（４．２．２）（４．３．１０）

　仕上厚又は全塗厚が２５ｍｍを超える場合の処置　　　※図示　　　・

４　

外　

壁　

改　

修　

工　

事
（
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁
改
修
）

１．ひび割れ部改修工法

工法の種類 ひび割れ幅(㎜) 注入口間隔(㎜) 注入量(ml/m)

 ・0.2以上～1.0以下  ・ ※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ  ・
 ・  ・

 ・ ・ ・

 　樹脂注入工法

 ・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂

 ※200～300

 　注入工法
 ・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂
 　注入工法

（４．１．４）（４．２．２）（４．４．５、６）　樹脂注入工法

エポキシ樹脂　　・低粘度形（ひび割れ幅0.5ｍｍ未満）・中粘度形（ひび割れ幅0.5ｍｍ以上）

注入状況の確認　・　　　　　　※コアの抜取りを行う

　抜取り個数　　・　　　　　　※長さ５００ｍごと及びその端数につき１個

　抜取り部の補方法　　　※図示　　　・

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　　　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　　　・

　　ポリマーセメントモルタルの充填　　　・行う　　　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

２．欠損部改修工法 ・タイル部分張替え工法 （４．１．４）（４．２．２）（４．４．５.７、８）

　　接着材の種類

　　・ポリマーセメント

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　・

　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地位置　　

　　　※改修標準仕様書表4.5.1による　　　　・

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　　・行う　　　・行わない

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）　　　・

　　　タイル張りの工法　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　　・改良積上げ張り　　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.4.10(3)による）　　　・

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　　※ポリウレタン系　　　・

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　　※変成シリコーン系　　・

３．浮き部改修工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注　   入　   工   　法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　注　   入　   工   　法

　ｽﾗﾘｰ　　注　入　工  法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂　注 入 工 法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

一般部 指定部 一般部 指定部

アンカーピンの
本数(本/㎡)

注入口の箇所数
(箇所/㎡) 注入量

(ml/箇所)工法

　 --- 　 ---
・

※25

・

※25

・

※20

・

※13

・

※20

・

※20

・

※20

・

※12

・

※12

・

※25

・

・

※25

・

※25

※50

・

※13

・

※9

・

※9

※9

・

※9

・

※9

※16

・

※16

・

※16

・

※16

※16

・

※16

・

（４．１．４）（４．２．２）（４．４．９～１５）

　 ---

　 --- 　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　 ---

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂　注 入 工 法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注 入 工 法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 ・

※50

・ ・

・・ ・

　 --- 　 ---

　 --- 　 ---
※25

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ

　樹脂注入ﾀｲﾙ固 定 工 法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

アンカーピン

　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

　・

注入口付きアンカーピン

　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外径６ｍｍ　　　　・

・タイル部分張替え工法

　　接着材の種類

　　・ポリマーセメント

　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

・タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　・貼付けモルタル（・現場調合材料　・既製調合モルタル）

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地位置　　

　　※改修標準仕様書表4.5.1による　　　　・

　　タイル張り下地等の下地モルタルの接着力試験　　　・行う　　　・行わない

　　・セメントモルタルによるタイル張り

　　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・　　　　　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.4.10(3)による）　　　

　　　タイル張りの工法　

　　　　外装タイル　　（・密着張り　　　・改良積上げ張り　　　・改良圧着張り）

　　　　ユニットタイル（・マスク張り　　・モザイクタイル張り）

　　・有機系接着剤によるタイル張り

　　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　・　　　　　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）　　　

　　　シーリング材の種類

　　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　　　※ポリウレタン系　　　・

　　　　伸縮調整目地その他の目地　　　　　※変成シリコーン系　　・

４．目地改修工法 （４．１．４）（４．４.５、１６）　目地ひび割れ部改修工法　　・改修標準仕様書4.4.16(1)による

　伸縮調整目地改修工法　　　・改修標準仕様書4.4.16(2)による

　伸縮調整目地の位置及び寸法　　　　・図示　　　・

５．タイルの形状、寸法

形
状
寸
法

施
ゆ
う

無
ゆ
う

吸水率による区分 うわぐすり 役物 色 対凍害性
耐
滑
り
性

備
考有 無 標

準
特
注 有 無Ⅱ

類
Ⅲ
類

施工箇所 Ⅰ
類

（４．４．５、８）

試験張り　　　・行う　　　・行わない

見本焼き　　　・行う　　　・行わない

下地処理及び下地調整

４　

外

壁

改

修

工

事

（
塗
り
仕
上
げ
外
壁
等
改
修
）

１．既存塗膜等の除去、

・サンダー工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

処理範囲 下地面の補修工法

（４．６．３）

　※既存仕上げ面全体　　　・図示

　※既存仕上げ面全体　　　・図示

５．アルミニウム製建具 （５．２．２～５）性能等級　　　　　　　　　　　　　　　　　

外部に面する建具

　　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　枠の見込み寸法　　・建具表による　　　・

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

表面処理　　

外部に面する建具　　・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種　　・

　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ・ブラック系　・ステンカラー）　

　屋内の建具　　　　　・ＢＣ－１種　　・ＢＣ－２種　　・

　　　　　　　　　　　着色（・アンバー　・ブロンズ・ブラック系　・ステンカラー）

ステンレス鋼板　　※ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ又はＳＵＳ４４３Ｊ１　　・　　　　　

結露水の処理方法　　・図示　　・

水切り板、ぜん板　　・図示　　・

６．網戸等 網戸等

　防虫網

　・ステンレス（SUS316）製

　※合成樹脂製

　・ガラス繊維入り合成樹脂製 　※0.25mm以上 　※16～18メッシュ

　・　・

　種類 　線径 　編目　材種

（５．２．３）

７．樹脂製建具 性能等級 （５．２．２）（５．３．２～５）

外部に面する建具

　　　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

枠の見込み寸法　　・建具表による　　・

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２　・　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・Ｈ－４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　・　　　）

ガラス　            ※複層ガラス　　・
水切り板、ぜん板　　・図示　 　・
表面色            　※標準色　　・特注色　

８．鋼製建具 性能等級 （５．２．２）（５．４．２～４）

　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性

　　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

ステンレス鋼板　　※ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ又はＳＵＳ４４３Ｊ１　・

９．鋼製軽量建具 （５．２．２）（５．５．２～４）性能等級

　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・適用しない

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

鋼板の種類　　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板

　　　　　　　・カラー鋼板　　　　・ステンレス鋼板

鋼板の厚さ　　・　　　　ｍｍ　　　　※改修標準仕様書表5.5.1による　　

ステンレス鋼板　　※ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ又はＳＵＳ４４３Ｊ１

召合せ、縦小口包み板等の材質　　※鋼板　　　・

（５．２．２）（５．４．２）（５．６．２～５）性能等級１０．ステンレス製建具

　簡易気密型ドアセット　・適用する（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性

　　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

　耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　）

ステンレス鋼板　　※ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ又はＳＵＳ４４３Ｊ１　・

表面の仕上げ　　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ焼き付け

鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ

１１．木製建具 建具材の含水率　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　 （５．７．２～４）

表面材の合板及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・第三種

かまち戸　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）　　　　　　　

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※３６ｍｍ

ふすま　　　張りの種別　　・Ⅰ型　　・Ⅱ型　　　　　　　　　

　　　　　　上張り（押入れ等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子程度又はビニル紙程度

　　　　　　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリアー塗装）

　　　　　　見込み寸法　　・建具表による　　※１９．５ｍｍ

戸ふすま 　 見込み寸法　　・建具表による　　※３０ｍｍ

表面材の厚さ(㎜)規格等

 普通合板

 天然木化粧合板
 特殊加工化粧合板

合板の種類

 　生地、透明塗料塗り（・　　　※ﾗﾜﾝ合板程度）
 　不透明塗料塗り  　（・　　　※しな合板程度）

 ※2.5以上　・

 ※3.2以上　・
 ※2.4以上　・

 表面の樹種

 樹種（　　　　　　　　　　　　　）
 化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

紙張り障子　見込み寸法　　・建具表による　　※３０ｍｍ

枠及びくつずりの材料　　　・建具表による　

フラッシュ戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２．建具金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等　　※改修標準仕様書表5.8.1による　　・（５．８．１～４）

金属製建具用丁番の枚数及び大きさ　　※改修標準仕様書表5.8.2による　　・

樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ　　※改修標準仕様書表5.8.3による　　・

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセント等の取付け位置　・建具表による　・

　マスターキー　　・製作しない　　・製作する（製作範囲　　　　　）　　

鍵

　　　　　　　　　・既存のマスターキーに合わせる

　その他の鍵　　　※各室３本１組　　　・

　鍵箱　　　　　　・有　　　・無

１３．自動ドア開閉装置 引き戸用駆動装置 （５．９．１～３）

　性能値　※改修標準仕様書表5.9.1による　　・

　防錆　　・適用する

車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

　性能値　※改修標準仕様書表5.9.2による　　・

　防錆　　・適用する

引き戸用検出装置

　性能値　※改修標準仕様書表5.9.3による　　・

　防錆　　・適用する

戸の開閉方式　　　　　・建具表による

引き戸検出装置の種類及び必要性能項目　　※建具表による　　・

凍結防止措置　　　　　・適用する（適用箇所は建具表による）　　・適用しない

性能　※改修標準仕様書表5.10.1による　 （５．１０．３）１４．自閉式上吊引戸装置

（５．１１．２、３）種類　　　　・管理用シャッター　　　　耐風圧強度　（　　　　　）Ｐａ１５．重量シャッター

　　　　　　・外壁用防火シャッター　　耐風圧強度　（　　　　　）Ｐａ

　　　　　　・屋内用防火シャッター　　

　　　　　　・防煙シャッター

開閉方式による種類　　　※電動式（手動併用）　　・手動式　

急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所　※図示による

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示による

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　・設ける（設置箇所　※図示による）　　・設けない

シャッタ－ケ－ス（防火、防煙以外の場合）　　・　設ける　　・　設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

鋼板の種類　　　　　 ・溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3302)　　　　　

　　　　　　　　　 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312)

　めっきの付着量　　　※Ｚ１２又はＦ１２　　　・　

開閉形式　　※手動式　　・電動式（手動併用式） （５．１２．２～４）１６．軽量シャッター

耐風圧強度　　　（　　　　　　）Ｐａ

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　※図示による

スラットの材質　　 ・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(JIS G 3312) 

　　　　　　　　　　　めっきの付着量（※Ｚ０６又はＦ０６　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　 ・塗装溶融５５％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

　　　　　　　　　　　めっきの付着量（※ＡＺ９０　　・　　　　　　）

スラット形状　　　　　・インタ－ロッキング形　　・オ－バ－ラッピング形

（５．１３．２～３）１７．オーバーヘッドドア

セクション材料
による区分

耐風圧
区分

開閉方式
による区分

収納形式
による区分

ガイドレールの材料

 ※バランス式 ※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ  ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形 ・125 　※溶融亜鉛めっき鋼板
 ・100  ・チェーン式 ・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ  ・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形 　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

 ・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽ  ・75  ・電動式  ・ﾊｲﾘﾌﾄ形
 ・50 　ﾀｲﾌﾟ  ・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

 (※SUS304、SUS430J1L
 　又はSUS443J1)

・フロート板ガラス　品種及び厚さの呼びによる種類　　・建具表による１８．ガラス （５．１４．２～４）

・型板ガラス　　　　厚さによる種類　　　　　　　　　・建具表による

・網入板ｶﾞﾗｽ及び線入板ｶﾞﾗｽ　網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

　　　　　　　　・建具表による

・合わせｶﾞﾗｽ　材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びにｶﾞﾗｽの合計厚さによる種類

　　　　　　　　・建具表による

　　　　　　　形状による種類　　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス

　　　　　　　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類

　　　　　　　　・Ⅰ類　　・Ⅱ類－1　　・Ⅱ類－2　　・Ⅲ類

・強化ガラス　形状による種類及び材料板ガラスの種類による名称　　　・建具表による

　　　　　　　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス　板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　・建具表による

　　　　　　　　　　性能による種類　　・１類　　・２類

・複層ガラス　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ　・建具表による

　　　　　　　断熱性による区分　　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　　　　　　　日射取得性、日射遮へい性による区分　　・Ｇ　　・Ｓ

　　　　　　　乾燥気体の種類　　　　・空気　・アルゴン

・熱線反射ガラス　板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　・建具表による

　　　　　　　　　日射遮へい性による区分　　・１種　　・２種　　・３種

　　　　　　　　　耐久性による区分（日射熱遮へい性による区分が２種の場合）

　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

　　　　　　　　　映像調整　　・行う　　　・行わない

・倍強度ガラス　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　　・建具表による

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ

 ・

 ・シーリング材 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

 ・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

 ※建具製造所の仕様による

 ・図示

 ※建具製造所の仕様による

 ・図示

 ・シーリング材

 ・
 鋼製及び鋼製軽量
 ステンレス製

 ※建具製造所の仕様による

 ・図示

 樹脂製  ・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形

 ・

ガラス留め材及び溝の大きさ

表面
形状

呼び寸法
(㎜)

厚さ
(㎜)

色調
ク
リ
ア

乳
白

目地幅（㎜)

平積み 曲面積み

 正方形  　80

 ・160×160  ・95

 ・  ・

 ・  ・

 ※8～15  外側 ・125×125

伸縮調整目地
(㎜)

 ※15以下
 ・
 内側
 ※6以上
 ・

 ・15～25
 ・

 ・95 ・200×200

 ・125

 ・  ・

 長方形  　80

 ・125

 　95

 　95

 ・  ・

 ・  ・

 ・  ・

 ・図示

 ※6m以下ごとに

 ・

 ・320×320

 ・250×125

 ・320×160

 　幅10～25

（５．１４．５）１９．ガラスブロック積み

壁用金属枠及び補強材・形状　　・図示

力骨　　材質　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・

　　　　　寸法　　※径５．５ｍｍ　　・

　　　　　形状　　※はしご形状複筋及び単筋　　・

　化粧目地モルタルの色　　（　　　　　　　　　　）

　金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

　　　　　　　　　　寸法　・図示　・

　　　　　　　　　　形状　・図示　・

　工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　（　　　　　　　　　　　　　）

　目地部の横力骨の納まり

　　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・

７　

塗　

装　

改　

修　

工　

事

（７．１．３）１．材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。

　　　　　　　（箇所：　　　　　　　　　　　）

２．下地調整 （７．２．１～７）塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

  ※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　・図示　　・　　

既存錆止め塗料の鉛含有調査　　・行う（　　　　　箇所）　　　・行わない

下地面の種類
下地調整の種別 ひび割れ部

の補修新　規

 鉄鋼面
 亜鉛めっき鋼面

 モルタル面、プラスター面

 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

 コンクリート面(DP以外)､
 ＡＬＣパネル面

 ・行う

 木部
塗替え

 ・行わない

 コンクリート面(DP)､

 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

 ・ＲＡ種  ・行う
 ・行わない

 せっこうボード面、その他のボード面
 押出成形セメント面

 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない

 ・ＲＡ種 

 ・ＲＢ種 ・ＲＣ種

 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種
 ・ＲＣ種

   ＲＡ種 
   ＲＡ種 
   ＲＣ種
 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

 ・       ※ＲＢ種
 ・       ※ＲＢ種
 ・       ※ＲＢ種
 ・       ※ＲＢ種
 ・       ※ＲＢ種

 ・       ※ＲＢ種

 ・       ※ＲＢ種

 押出成形セメント板面

（７．３．２～７）

 下地面等
 ・木部

 ・鉄鋼面(DP以外)
 ・鉄鋼面(DP)
 ・亜鉛めっき鋼面
 ・ﾓﾙﾀﾙ面及びせっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面(DP以外)及びALCﾊﾟﾈﾙ面
 ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板面及びｺﾝｸﾘｰﾄ面(DP)
 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面(DPのみ)

 ・Ａ種　※Ｂ種

種別

 ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種
 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種
 ・Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　・Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 　その他ﾎﾞｰﾄﾞ面
 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及び

 不透明塗料塗りの場合
 透明塗料塗りの場合

 目地:継目処理工法
 目地:継目処理工法以外

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ※Ａ種　・Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 ・Ａ種　※Ｂ種

 塗替え ・亜鉛めっき
　 鋼面

 新規見え掛り
 新規見え隠れ

 塗替え

（７．４．２、３）

 ・鉄鋼面
素地面  　塗装の種類

 SOP

 EP-G  塗替え
 新規見え掛り
 新規見え隠れ

 工程の種別
 表7.4.3

 塗替え
 工程の種別
 DP

 表7.4.4

 Ａ種
 Ａ種
 Ａ種

塗料の種別 工程の種別

 ※Ｂ種　・
 ※Ａ種　・
 ※Ｃ種　・

 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種  ※Ｂ種　・

 ※Ａ種　・
 ※Ｃ種　・

 7.4.2(1)(ｲ)
 (b)による

 新規  7.4.2(1)(ｲ)
 (a)による

 ※Ｂ種(下地調整RB)
 ※Ｃ種(下地調整RC)
 ・
 ・Ａ種
 ・

 SOP

 工程の種別
 表7.4.3

 新規鋼製建具等
 新規その他

 ※Ａ種　・Ｂ種
 ※Ａ種　・Ｂ種
 ※Ｂ種

 ※Ｃ種
 ※Ａ種
 ※Ｂ種

 工程の種別
 表7.4.5
 EP-G
 工程の種別
 表7.4.5

 工程の種別

 塗替え  Ｃ種　・  ※Ｃ種
 新規鋼製建具等  Ｃ種　・  ※Ａ種

 Ｃ種　・ 新規その他  ※Ｂ種
 塗替え  Ｂ種　・  ・
 新規  Ｂ種　・  ・

 表7.4.6

 DP

３．素地ごしらえ

４．錆止め塗料塗り

 ・耐候性塗料塗り
 　（ＤＰ）

 鉄鋼面
 上塗り等級（　　　）級
 亜鉛めっき鋼面
 上塗り等級（　　　）級

 押出成形セメント板面
 コンクリート面及び

 ・つや有り合成樹脂
 　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り
 　（ＥＰ－Ｇ）

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

 屋内の鉄鋼面
 屋内の亜鉛めっき鋼面

 ・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ＥＰ）
 ・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）
 ・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ）  ・Ａ種　 ※Ｂ種  ・Ａ種　 ※Ｂ種

 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種

 ・Ａ種　 ・Ｂ種
 ・　　　 ※Ａ種

 ・  ・Ｂ－１種
 ・Ｃ－１種

 ・

 ・　

 ・Ａー１種

 ・Ａ種　 ※Ｂ種

 ・Ａ種　 ※Ｂ種  ・Ａ種　 ※Ｂ種

 ・　　　 ※Ｂ種
 屋内の木部

 　（ＳＯＰ）
 　塗料の種別
 　※１種　・２種

 　ペイント塗り
 ・合成樹脂調合

塗装面

 木部屋外
 木部屋内
 鉄鋼面
 亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

塗装の種別

 ・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）
  　　〃　 (鋼製建具以外)

工程
塗替え 新　規

 ・Ａ種　 ※Ｂ種

 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ｂ種

 ・　　　 ※Ｂ種
 ・　　　 ※Ａ種

 ※Ａ種・
 ※Ｂ種・

 ※Ｂ種・
 ※Ｂ種・
 ・Ａ種　 ※Ｂ種

 ・Ａ種　 ※Ｂ種

（７．５．２～７.１３.２）

 ・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散系塗料塗り（ＮＡＤ）
 -

 -

 ・Ａ種　 ※Ｂ種
 ※Ａ種　 ・Ｂ種
 ・Ａ種　 ※Ｂ種
 ・Ａ種　 ・Ｂ種

 ・ステイン塗り
 ・Ａ種　 ※Ｂ種
 ・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り
 ・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

５．塗装

５　

建　

具　

改　

修　

工　

事

１．改修工法 ・ かぶせ工法　　　・ 撤去工法 （５．１．３）

新規に建具を設ける場合

　壁部分の開口の開け方　　※図示　　・

　新規建具周囲の補修方法及び範囲は　　※図示　　・

・適用しない

・適用する　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　）

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

　　　　　　・連動させる（・建具表による　　・　　　　　　）　　　・連動させない

２．防火戸 （５．１．４）

３．見本の製作等

　　　　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　　　・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　）

建具見本の程度　　　　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　　　　　　） （５．１．５）

　　　　　　　　　　　　・行わない

４．防犯建物部品 ・　適用する　　　適用箇所（・建具表による　　・　　　　　　　　　　）

・　適用しない

（５．１．７）

４．マスチック塗材塗り （４．１．５）（４．６．２）種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種

５．外壁用塗膜防水材塗り 外壁用塗膜防水塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（４．１．５）（４．２．２）（４．７．２）

　仕上げの形状　・　　　　　　　　　　工法　 ・

　外壁用仕上塗材の耐候性   ・　　　　　　　　※JIS A 6909の耐候性1種相当

　下地挙動緩衝材の適用　　 ・適用する　　　　・適用しない

　吹付工法の模様材の種類　 ・

　　　　　　　 　　　　　  ・所要量　　　　　　ｋｇ/㎡

　外壁用仕上塗材の種類　　 ・

　　　　　　　　　　　　　 ・所要量　　　　　　ｋｇ/㎡

２．下地調整塗材 下地調整塗材　　　・ポリマーセメントモルタル

３．仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

防火
材料 仕上げの形状及び工法等

 　仕上塗材

 ・厚付け

 ・複層仕上

 　塗材

 　仕上塗材

 ・外装薄塗材Si

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・可とう形外装薄塗材Si

 ・外装薄塗材E

 ・可とう形外装薄塗材E

 ・防水形外装薄塗材E

 ・外装薄塗材S

 ・外装厚塗材C

 ・外装厚塗材Si

 ・外装厚塗材E

 ・複層塗材CE

 ・複層塗材Si

 ・複層塗材E

 ・複層塗材RE

 ・防水形複層塗材CE

 ・防水形複層塗材E

 ・防水形複層塗材RE

 ・可とう形複層塗材CE

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・  ・凹凸状（・吹付け・こて塗り）

 ・平たん状

 ・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

 ・砂壁状

 ・ゆず肌状（・吹付け・ ﾛ ｰ ﾗ ｰ塗り）

 ・さざ波状

 ・吹放し　・凸部処理　・平たん状

 ・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

　上塗材　　・適用する　　・適用しない

 ・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

 耐候性　　※耐候形3種　・

 上塗材

　　溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　 樹脂　・ ｱ ｸ ﾘ ﾙ系　・

　　外観　※つやあり　・つやなし

 　　　　・メタリック

 ・薄付け

種類 呼び名

 　仕上塗材

 　形改修用

 ・

 ・

 ・

 耐候性　　※耐候形3種　・

 上塗材

　　溶媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　 樹脂　・ ｱ ｸ ﾘ ﾙ 系　・

　　外観　※つやあり　・つやなし

 　　　　・メタリック

 ・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状 ・可とう  ・可とう形改修塗材E

 ・可とう形改修塗材RE

 ・可とう形改修塗材CE

（４．１．５）（４．５．２）

新規仕上塗材の種類

　・図示

　※既存仕上げ面全体　　　・図示

　※ｻﾝﾀﾞｰ工法、高圧水洗工法、塗膜
　　はく離剤工法の処理範囲以外の
　　既存仕上げ面全体

　・ひび割れ部改修工法

　・浮き部改修工法

　・欠損部改修工法

・水洗い工法

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、せっこう

　・
プラスター面、せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗り替えの場合のしみ止め

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラー

　　とする　　・

１．石綿含有建材の
　　事前調査

発注者による事前調査 （１.５.１）（９．１．１、３～６）

　※調査済　　・未実施（　　　　　）

受注者による事前調査

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行うものと

　し、調査結果を監督職員に提出するとともに、官公署へ報告する。

９　

環
境
配
慮
改
修
工
事

　貸与資料　・石綿関係材料調査票　　・既存図面　　・

　調査範囲　・図示　　・

調査報告書　　・提出部数（・２部　　・　　　）

分析調査　　・行う　　※行わない

　分析による石綿建材の調査

　分析対象

　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

　　及びトレモライト

　　分析方法

 ・箇所数（　　　　　　）
 ・箇所数（　　　　　　）
 ・箇所数（　　　　　　）

 ・箇所数（　　　　　　）
 ・箇所数（　　　　　　）

 ・箇所数（　　　　　　）

定性分析
（JIS A 1481-1又は
JIS A 1481-2）

材料名

定量分析
（JIS A 1481-3又は
　JIS A 1481-4又は
JIS A 1481-5）

　　サンプル数　　　１箇所あたり３サンプル

　　採取箇所　　　　・図示　　　　・

（９．１．１）

　　除去工事
２．石綿含有建材の 石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

 ・

測定名称 測定場所 測定点
(各施工箇所ごと)

 測定２
 測定３
 測定４

 処理作業前

 処理作業中

 処理作業室内
 調査対象室外部の付近

 ・計　　　　　　点
 ・計　　　　　　点

適用

 ・
 ・

 ・

 ・  ・計　　　　　　点
 ・計　　　　　　点

 出 口 吹 出 し 風 速 測定５

 ・
 ・

 処理作業後
 (ｼｰﾄ養生中)
 処理作業後ｼｰﾄ
 撤去後１週間
 以降

 処理作業室内

 処理作業室内

 ・計　　　　　　点

 ・計　　　　　　点
 ・計　　　　　　点

 ・

 測定６

 測定７

 測定８
 測定９

 処理作業室内
 ｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ入り口

 ・計　　　　　　点
 ・計　　　　　　点

 口（処理対象室外の場合）

 　・施工区画周辺
 　・敷地境界

 調査対象室外部の付近

 測定１

測定時期

 集じん、排気装置の排出
 1m/s以下の位置

 処理作業室外

測定方法

 粉じん相対濃度計(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計)ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、繊維状粒子自動測定器
 (ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ)等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

・自動測定器による測定

  測定名称   測定方法

 ・測定４
 ・測定５

  測定名称

・JIS A 3850-1に基づいた測定

 　ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ直径(mm)   試料の吸引流量(L/min) 　試料の吸引時間(min)

 ・測定４
 ・測定５
 ・測定
 ・
 ・測定
 ・
 ・測定
 ・

２５ ５ ３０

４７

１０

１０

１２０

２４０

２５

※石綿含有建材の除去に当たっては、石綿作業主任者（石綿作業主任者技能講習修了者）を

　選任すること。また、除去に従事する除去作業者は石綿則に基づく特別の教育を受けた

　ものとすること。

石綿含有建材の処理

　・石綿含有吹付け材の除去

　　除去対象範囲　　・図示

　　除去工法　　　　・　　　　　※改修標準仕様書9.1.3(2)(ｱ)による

　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止

　　　※湿潤化　　・固形化

　　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去

　　除去対象範囲　　　・図示

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　　　※湿潤化　　・固形化

　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去

　　除去対象範囲　　　・図示

　　隔離養生（負圧不要）方法　　　・図示

　　足場　　　・図示

　　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

　  ・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去

　　除去対象範囲　　　・図示

　　除去した石綿含有成形板の処分

　　　・石綿含有せっこうボード　　

　　　　※埋立処分（管理型最終処分場）　　・

　  　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　  　・埋立処分（管理型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　・石綿含有仕上げ塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

　  除去対象範囲　　　・図示

　　除去工法　　　　　・　　　　

　  養生方法　　　　　・

　  除去した石綿含有仕上げ塗材の処分

　  　・埋立処分（安定型最終処分場）　　・埋立処分（管理型最終処分場）

　  　・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事

　・図示

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

Ａ
R 6

０２高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
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建築改修工事特記仕様書（Ⅱ）



工事場所：秋田県秋田市上北手猿田字苗代沢14番地の1

図面番号

日年 月設計年月日

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称

1000
 500

Ｎ

配置図 S=1:500

付近見取図

（1）現場代理人及び主任技術者は、現場内の取締りに関する一切の事項を処理し、不測の災害防止に対し、必要な措置をとること。

○一般事項

（2）仮設建物、仮設作業場の用地は、総て工事請負人の負担とし、承認を受けてから使用すること。

（3）工事用電力と用水の工事費、及び料金は一切工事請負人の負担とする。

（4）本工事の施工進捗状況に伴う官公署への手続きが必要な場合は、すべて本工事請負人の責任をもって無償でおこなうこと。

○工事施工の注意事項

（2）施設を稼働しながらの工事の為、施工場所、施工時間は事前に監督員と密に協議すること。

（3）材料、及び施工上の不明な点が生じた場合は、速やかに監督員と協議し、その指示に従うこと。

（1）既設の構造物及び公共物等に損傷をおよぼすことのない様に注意し、万一これらの物件に損傷を与え、又、移動を行った場合は補償または復旧すること。

Ａ
R 6

付近見取図・配置図 ０３高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8

・トラス改修工事の支保工は積載荷重200ｋｇ/㎡以上に耐えるものとする。

・トラス改修工事期間の２週間程度以外はトラス下を車両が通行できるようにすること。また正面玄関出入口も同様とする。

・今回改修部分の幕板パネル、他取り合い部のシーリングは全て打替えとする。

【改修内容】

・キャノピー下のコンクリート柱４本はひび割れ補修（低圧樹脂注入工法）のうえ、多機能形シリコン系単層弾性塗材仕上とする。

・同上の柱腰壁タイルは浮き部補修（エポキシ樹脂ピンニング工法）とする。

・キャノピー幕板パネルは既存撤去処分のうえ、ｔ2.0アルミパネル新設とする。

・キャノピー屋根折板は高圧水洗浄及びケレン・エポキシ系錆止めのうえ、２液シリコンルーフペイント２回塗りとする。

・キャノピー軒天スパンドレルはケレン・エポキシ系錆止めのうえ、２液シリコンルーフペイント２回塗りとする。

・トラス材は一部取替えのうえ、全てケレン・エポキシ系錆止めのうえ、２液ウレタン樹脂カラー２回塗りとする。



図面番号

日年 月設計年月日

（A1）
（A3）

S = 1 :
S = 1 :

縮　　尺

工事名称 備  考図面名称
200
400

Ｎ

今回改修工事範囲

平面図　S=1:200

Ａ
R 6 8

０４平面図（全体）高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事



図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ
100

200

０５平面図（管理棟）高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

上部車寄せキャノピーは改修する

コンクリート柱４箇所は補修する（天端共）

斜線部の車路及び通路を確保できる
仮設足場とすること

平面図　S=1:100

3,600

1
,
8
0
0



図面番号図　面　名　称

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

備　　　考

Ｎ

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

０６屋根伏図
200

400

屋根折板は塗替える

幕板パネルは取替える（3方）

屋根伏図　S=1:200



図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

100

200

０７立面図

コンクリート柱４箇所は補修する（天端共）

車寄せキャノピーは改修する

車寄せキャノピーは改修する

コンクリート柱４箇所は補修する（天端共）

立面図　S=1:100

北 面

西 面



塗装替え

打替え

一部取替えのうえ全面塗装替え

屋根折板:全面塗装替え

屋根折板:全面塗装替え

軒天スパンドレル：全面塗装替え

幕板パネル:全て撤去･新設（3方）

コンクリート柱４箇所は補修する（天端共）

図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

断面詳細図

100

 50
０８

断面詳細図　S=1:50



一部取替えのうえ全面塗装替え

全て撤去･新設（3方）

全面塗装替え

図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

100

200

０９天井伏図

天井伏図　S=1:100



図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

トラス伏図 １０
20，100

40，200

・トラスの腐食・穴あき部はケレン後に目視調査のうえ、取替え箇所は監督員と協議をすること。

・既存及び新設のトラスは全てケレン・エポキシ系錆止めのうえ、２液ウレタン樹脂カラー２回塗りとする。

・トラスの腐食・穴あき部の斜材・下弦材は撤去処分のうえ、新設とする。（計７５ヶ所）

【特 記】



斜材
新設

下弦材
新設

図面番号図　面　名　称 備　　　考

設計年月日 年 月 日

工　事　名　称　
A 1

A 3
縮 尺

S = 1 :

S = 1 :

Ａ高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事
8R 6

１１

10，60

 5，30
トラス詳細図

隅肉溶接

隅肉溶接

PL6(φ24)

PL6(φ24)

150 30

10
0

150 100
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者

　 　 　令和 6 年 8 月   日　　調整　

       工 事 名 称

　

　

       総 工 事 費 .-
（内消費税額 ）

　 　   　 金　抜　き　設　計　書　　

高清水園玄関車寄せキャノピー改修工事

　

（ 設 計 高 金 ）

仕　　　　　　　　　　　　様

内　　　　　　　　　　　　訳



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

総 括 表

A 建築改修工事 1 式

Ⅰ 直接工事費 計 1 式

Ⅱ 共通仮設費 1 式

純工事費

Ⅲ 現場管理費 1 式

工事原価

Ⅳ 一般管理費等 1 式

工事価格 千円未満切り捨て

Ⅴ 消費税相当額 10% 1 式

総工事費

 （№1）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

A 建築改修工事

1 直接仮設工事 1 式

2 コンクリート劣化部補修工事 1 式

3 外部パネル改修工事 1 式

4 外部塗装改修工事 1 式

5 鉄骨トラス改修工事 1 式

小　計

 （№2）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

1 直接仮設工事

墨出し 外壁改修 1 式

養生 外壁改修 1 式

整理清掃後片付け 外壁改修 1 式

開口部養生 外壁改修 1 式

クサビ式手摺先行外部足場 W＝600　3ヶ月 211 ㎡

内側ステージ足場 116 床㎡

昇降設備 2ヶ月　運搬費・基本料共 10.0 ｍ

メッシュシート養生 211 ㎡

資材運搬費 211 ㎡

資材運搬費 116 床㎡

高所作業車 2ヶ月　運搬費・基本料共 2 台

小　計

 （№3）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

2 コンクリート劣化部補修工事

ひび割れ補修 低圧樹脂注入工法 14.1 ｍ

タイル浮き部補修 エポキシ樹脂ピンニング工法 23.0 枚 1枚/1穴

小　計

 （№4）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

3 外部パネル改修工事

既存パネル撤去 41.1 ｍ

新規パネル　アルミ製　t=2.0　フッ素 軒先　D=310　H=245 12.2 ｍ

同上 ケラバ　D=310 29.6 ｍ

資材運搬費 1 式

新規パネル　シーリング W15　2成分形変性シリコーン系 97.8 ｍ

坪/4.5人工/18000円

小　計

 （№5）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

4 外部塗装改修工事

折板屋根　洗浄 高圧水洗浄 254.9 ㎡

折板屋根　下塗り ケレン・エポキシ系錆止め 254.9 ㎡

折板屋根　上塗り 2液シリコンルーフペイント2回塗り 254.9 ㎡

柱RC部　ゆず肌ローラー仕上 多機能形シリコン系単層弾性塗材 48.6 ㎡

トラス鉄部（細物）下塗り ケレン・エポキシ系錆止め 599.4 ｍ 発錆部は2回塗り

トラス鉄部（細物）上塗り 2液ウレタン樹脂カラー　2回塗り 599.4 ｍ

軒天　スパンドレル　下塗り ケレン・エポキシ系錆止め 180.3 ㎡

軒天　スパンドレル　上塗り 2液シリコンルーフペイント2回塗り 180.3 ㎡

小　計

 （№6）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

5 鉄骨トラス改修工事

【材料費】

Φ89.1×3.2 STK 737 ㎏

PL6 SS400 305 ㎏

半球キャップ 150 ケ

副資材 24.0 ㎏

材料費 計

【工事費】

工場加工費 1,216 ㎏

工場溶接費 1,216 ㎏

消耗品費 1,216 ㎏

工作図及び原寸図作成費 1,216 ㎏

社内検査費 1,216 ㎏

錆止め塗装費 1,216 ㎏

運搬費 2 車

施工費 24 人工

施工重機費 4 台

 （№7）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

現場鉄工費 18.0 人工

ジャッキリース料 支保工 1 式

現場調査費 1 式

工事費　計

小　計

 （№8）



内　　　　　　　　訳　　　　　　　　書

番号 名　　　　　　称 規格形状寸法 数　　量 単位 単　　　価 金　　　　　　額 備　　　　　　考

Ⅱ 共通仮設費

準備工 1 式

仮設電気引込工事 1 式

仮設電気使用料 1 式 無償支給

仮設水道引込工事 1 式 無償支給

仮設水道使用料 1 式 無償支給

仮設事務所 1 式 設置無し

現場事務所備品 1 式 設置無し

仮設ﾄｲﾚ 1基 1 式

廃材処理費 255 ㎡

安全管理費 清掃・片付け・養生・カラーコン等 1 式

安全看板費 1 式

機械器具費 照明・バイブレーター・電工ドラム等 1 式

資材運搬費 1 式

小　計

 （№9）


